
落葉小低木で、幹は地をはうかまたは斜上し、よく分枝して高さ30-100cmになり、刺がある。葉は倒卵形

または広倒卵形、円頭から鈍頭またはやや鋭頭、長さ2-5cm、幅1-3.5cm、両面無毛、縁には鋭頭または鈍

頭の鋸歯がある。花は3-5個が葉腋に束生し、4-5月に咲き、朱紅色、径2.5-3cm。花柄は無毛、長さ5-

8mm。

加古川市の1ヶ所で新たに生育が確認された。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 ○ 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西宮市、加古川市、西脇市、加西市、姫路市、福崎町

■ 国内分布

本州、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 特殊な分布

バラ科

兵庫県ランク…クサボケ
環境省ランク… －Chaenomeles  japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach


